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直
売
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
、

川
越
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
な
ど
、
広
く
情

報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
お

い
し
い
川
越
農
産
物
提
供
店

の
拡
大
を
図
り
、
農
業
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質問
川
越
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化

食
事
を
支
援
し
て
く
れ
る
親

族
等
が
周
囲
に
な
く
、
ネ
ッ

ト
ス
ー
パ
ー
等
の
利
用
も
難

し
い
人
で
、
希
望
者
を
対
象

に
し
て
い
る
が
、
制
度
を
よ

り
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
よ

う
努
め
内
容
も
検
討
し
た
い
。

　

今
後
も
全
庁
的
な
協
力
体

制
の
下
、
市
民
の
命
と
健
康

を
守
る
た
め
に
必
要
な
対
策

を
講
じ
て
い
く
。

質問
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応

質問
重
層
的
支
援
体
制
事
業

害
賠
償
責
任
保
険
の
導
入
に

つ
い
て
も
、
先
進
自
治
体
の

事
例
等
を
参
考
に
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。

質問
認
知
症
施
策

車
両
速
度
の
低
減
化
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

ゾ
ー
ン
30
規
制
な
ど
の
速

度
規
制
は
道
路
環
境
や
歩
行

者
交
通
量
な
ど
、
実
施
に
は

一
定
の
条
件
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
学
校
や
地
元
自
治
会
か

ら
速
度
抑
制
要
望
等
が
出
さ

れ
た
場
合
に
は
、
警
察
等
と

十
分
協
議
し
た
上
で
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

質問
通
学
路
の
安
全
対
策

お
よ
び
更
新
に
充
て
る
た
め

の
川
越
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
基
金
を
設
置
し
、
財

源
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

公
共
施
設
は
も
と
よ
り
イ

ン
フ
ラ
施
設
に
つ
い
て
は
、

特
に
市
民
の
安
全
、
安
心
な

生
活
に
関
わ
る
重
要
な
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の

劣
化
状
況
な
ど
を
十
分
踏
ま

え
た
計
画
的
な
対
応
が
必
要

と
考
え
る
。

質問
イ
ン
フ
ラ
施
設

さ
な
い
と
し
て
い
る
以
上
は
、

手
押
し
自
転
車
の
通
行
を
実

現
す
る
の
は
難
し
い
と
思
わ

れ
る
。

質問
公
共
施
設
等
管
理
計
画

質問
駅
周
辺
整
備

■問問
持
続
可
能
な
農
業
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
本
市
農

業
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向

け
た
川
越
産
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
事
業
の
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
産
業
観
光
部
長　
こ
れ
ま

で
の
市
内
に
お
け
る
取
り
組

み
に
加
え
、
市
外
の
人
に
も

川
越
産
農
産
物
の
魅
力
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
川
越
産

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
連
絡
会

な
ど
と
協
力
し
、
市
外
で
の

■問問
寝
屋
川
市
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
は
１
日
２
０
０
個
を
想
定

し
て
い
る
が
、
本
市
は
実
施

で
約
14
個
に
と
ど
ま
る
。
充

足
し
た
自
宅
療
養
者
支
援
に

つ
い
て
市
の
見
解
は
。

答
栗
原
副
市
長　
自
宅
療
養

者
に
療
養
中
の
過
ご
し
方
や
、

体
調
が
悪
く
な
っ
た
場
合
の

連
絡
先
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

案
内
な
ど
を
ま
と
め
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
て
き
た
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
日
々
の

■問問
認
知
症
の
人
が
第
三
者
に

損
害
を
与
え
た
場
合
の
損
害

賠
償
責
任
保
険
の
導
入
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
福
祉
部
長　
本
市
で
は
、

川
越
市
お
帰
り
安
心
ス
テ
ッ

カ
ー
の
交
付
な
ど
の
早
期
発

見
、
事
故
の
未
然
防
止
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、

認
知
症
施
策
を
総
合
的
に
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た

め
、
認
知
症
の
人
が
第
三
者

に
損
害
を
与
え
た
場
合
の
損

■問問
非
市
街
地
内
の
小
中
学
校

周
辺
道
路
も
速
度
規
制
の
低

減
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ゾ
ー
ン
30
等
を
含
め
た
速
度

抑
制
対
策
に
つ
い
て
市
の
考

え
を
伺
う
。

答
市
民
部
長　
非
市
街
地
に

お
い
て
も
学
校
周
辺
の
道
路

に
お
い
て
抜
け
道
と
し
て
多

く
の
車
両
が
通
行
し
、
車
両

速
度
が
速
い
実
態
が
あ
る
場

合
に
は
、
通
学
児
童
に
危
険

が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

■問問
道
路
や
水
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
施
設
に
公
共
施
設
を
含

め
た
更
新
・
維
持
管
理
等
の

経
費
が
年
約
75
億
円
不
足
す

る
厳
し
い
状
況
に
鑑
み
、
今

後
の
市
の
対
応
を
問
う
。

答
総
合
政
策
部
副
部
長　
今

後
の
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
社
会
の
到
来
を
考
え
る
と
、

整
備
更
新
の
財
源
も
さ
ら
に

限
ら
れ
て
く
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28

年
12
月
に
、
計
画
的
な
保
全

■問問
本
川
越
駅
西
口
開
設
の
費

用
を
市
が
負
担
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
往
来
に
不
自
由
し

て
い
る
。
手
押
し
自
転
車
の

通
行
が
で
き
る
よ
う
西
武
鉄

道
に
要
望
で
き
な
い
か
。

答
市
長　
本
川
越
駅
の
東
西

を
結
ぶ
通
路
部
分
は
、
道
路

で
は
な
く
西
武
鉄
道
の
敷
地

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
他
の

駅
の
自
由
通
路
と
は
異
な
り
、

西
武
鉄
道
が
駅
利
用
者
の
安

全
の
観
点
か
ら
自
転
車
を
通

川越産農産物の
ロゴマーク

本
川
越
駅
通
行
の
利
便
性
向
上

無

所

属

小
林　

薫
9

認
知
症
施
策
に
つ
い
て

公

明

党

嶋
田
弘
二
10

社
会
資
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
対
応

自
由
民
主
党

中
原
秀
文
7

通
学
路
の
速
度
抑
制
対
策

自
由
民
主
党

中
野
敏
浩
5

自
宅
療
養
者
へ
支
援
の
充
足
を

無

所

属

粂　

真
美
子
8

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
今
後
の
展
開

自
由
民
主
党

須
賀
昭
夫
6


